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令
和
３
年
度  

　
平
取
町
表
彰
式

　

平
取
町
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
を
た
た
え
る
令
和
３
年

度
平
取
町
表
彰
式
が
11
月
３
日
（
水
）、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
で

挙
行
さ
れ
、次
の
12
名
の
方
々
が
「
功
労
表
彰
」「
貢
献
表
彰
」「
善
行
表
彰
」

を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労
賞

社
会
福
祉
貢
献
賞

（
平
取
町
消
防
団
員
）

　

12
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
生
産

者
組
織
「
び
ら
と
り
野
菜
生
産
振

興
会
ト
マ
ト
・
胡
瓜
部
会
」
の
部
会

長
と
し
て
、
部
会
の
進
む
べ
き
道
を

豊
富
な
経
験
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
導
き
、
全
国
か
ら
信
頼
さ
れ

る
産
地
と
な
る
よ
う
ご
尽
力
さ
れ
、

現
在
の
黄
金
期
を
支
え
、
地
域
農
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。石浦 政司 氏（65 歳　紫雲古津）

社
会
福
祉
功
労
賞

　

二
風
谷
保
育
所
の
前
身
で
あ
る
「
二

風
谷
へ
き
地
保
育
所
」の
所
長
と
し
て

運
営
に
携
わ
り
、更
な
る
保
育
環
境
整

備
の
た
め
、二
風
谷
保
育
所
（
認
可
保

育
所
）
を
開
設
し
、
社
会
福
祉
法
人
二

風
谷
福
祉
会
の
理
事
及
び
理
事
長
と

し
て
、
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
児
童

は
も
と
よ
り
地
域
に
求
め
ら
れ
る
保

育
所
と
な
る
よ
う
、そ
の
充
実
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

功
　
労
　
表
　
彰

貝澤 耕一 氏（75 歳　二風谷）

貢
　
献
　
表
　
彰

横澤  隆 氏（65 歳　岩知志） 瀧　博明 氏（63 歳　振内町）

　

平
取
町
消
防
団
員
を
勤
続
40
年

及
び
勤
続
20
年
の
長
き
に
わ
た
り

務
め
ら
れ
、
予
消
防
と
町
民
の
安

全
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え

て
の
表
彰
で
あ
り
ま
す
。

原田 祐治 氏（47 歳　荷菜） 齊藤 秀昭 氏（55 歳　小平） 水口 真智子 氏（53 歳　旭）

木村 貴博 氏（40 歳　貫気別） 黒川 武敏 氏（42 歳　貫気別） 高橋 朋嗣 氏（45 歳　長知内）

勤続40 年

勤続20 年

善 行 表 彰 奨　励　賞

髙野 繁廣 氏（71 歳　二風谷）木村  結 氏（15 歳　二風谷）

　

ア
イ
ヌ
伝
統
工
芸
、
伝
統
文
様

に
こ
だ
わ
り
イ
タ
（
盆
）、
ニ
マ

（
器
）、
マ
キ
リ
（
刀
）、
ト
ン
コ
リ

（
楽
器
）
と
い
っ
た
美
し
い
工
芸
品

を
生
み
出
し
続
け
、
そ
の
丁
寧
で

味
わ
い
深
い
作
品
が
評
価
さ
れ
、

数
多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
る
と
伴

に
、
各
地
域
の
博
物
館
等
に
も
作

品
を
多
数
出
展
さ
れ
、
現
在
は
、
技

術
伝
承
・
後
継
者
育
成
を
目
標
と

し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
度
に
わ
た
り
、
北
海
道
中
学

校
柔
道
大
会
に
お
い
て
優
勝
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
、
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
び
ら
と
り
（
仲
山 

浩
代

表
理
事
組
合
長
）
は
、
地
元
で
穫

れ
た
新
米
を
２
０
１
４
年
か
ら
継

続
し
て
町
内
の
小
中
学
校
７
校
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、
今
年
も

「
な
な
つ
ぼ
し
」
３
０
０
㌕
が
各

校
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
（
火
）、
平
取
小
学

校
を
訪
れ
た
仲
山
組
合
長
は
、
児

童
会
の
４
名
に
平
取
小
学
校
分
と

し
て
70
㌕
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
農
家

の
皆
さ
ん
が
収
穫
し
た
「
な
な
つ

ぼ
し
」
を
手
渡
さ
れ
た
児
童
会
長

の
芳
野
紗
羅
さ
ん
か
ら
は
、
学
校

を
代
表
し
て
感
謝
と
お
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
米
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
米
プ
レ
ゼ
ン
ト

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

10
12

10
18 「避難行動要支援名簿の提供に関する協定」締結「避難行動要支援名簿の提供に関する協定」締結

　

平
取
町
と
札
幌
方
面
門
別

警
察
署
（
中
谷
錠
司
署
長
）
は

10
月
18
日
（
月
）、
災
害
か
ら

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
な

ど
避
難
行
動
要
支
援
者
の
生

命
ま
た
は
身
体
を
保
護
す
る

た
め
、
支
援
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
避
難

行
動
要
支
援
名
簿
の
提
供
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
に
あ
た
っ
て
遠

藤
町
長
か
ら
は
、「
本
協
定
に

よ
り
、
行
政
だ
け
で
は
手
の
届

か
な
い
こ
と
を
警
察
や
各
団

体
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
。」と
し
、中
谷
署
長
か
ら

も
「
災
害
、
事
件
、
事
故
な
ど

は
事
前
の
準
備
、
初
動
が
重
要

と
考
え
て
い
る
が
、
本
協
定
に

よ
り
名
簿
の
提
出
を
い
た
だ

き
、
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
の
生

命
と
安
全
の
確
保
、
と
り
わ
け

災
害
対
策
が
大
き
く
前
進
で

き
る
。」と
述
べ
ら
れ
、行
政
の

目
的
で
あ
る
「
住
民
の
安
心

と
安
全
」
と
警
察
の
目
的
が
一

致
す
る
協
定
と
な
り
ま
し
た
。

仁世宇１号橋　渡り初め式仁世宇１号橋　渡り初め式
　

広
報
び
ら
と
り
№

７
０
４
で
紹
介
し
た
ど
ん

ぐ
り
〟
色
の
仁
世
宇
１
号
橋
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、「
仁
世
宇

１
号
橋 

渡
り
初
め
実
行
委
員

会
（
代
表
幹
事　
日
新
建
設
株

式
会
社
）」
主
催
に
よ
る
渡
り

初
め
式
が
10
月
20
日
（
水
）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
仁
世
宇
１
号

橋
は
、
橋
長
47
ｍ
、
幅
員
6 .7

ｍ
、
橋
台
２
基
の
逆
Ｔ
式
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

旧
橋
を
解
体
し
、
令
和
４
年

３
月
に
は
全
て
の
工
事
が

完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地域貢献活動に感謝します地域貢献活動に感謝します
　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
株
式

会
社 

北
海
道
支
店
（
札
幌
市　

桑

原
孝
一
支
店
長
）
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
芽
生
す
ず
ら
ん
群
生
地
内
の

高
刈
り
業
務
（
保
全
育
成
）
を
、
登

建
設
工
業
株
式
会
社
（
日
高
町　

登 

孝
志
代
表
取
締
役
）
は
、
貫
気
別

小
学
校
の
二
宮
金
次
郎
銅
像
の
撤

去
お
よ
び
農
園
階
段
の
修
復
に
地

域
貢
献
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

10
20

10
23

  

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

  

写
真
展

写
真
展    

＆＆

　

町
内
二
風
谷
在
住
の
船
越
光

次
氏
が
、
町
の
自
然
景
観
を
撮

影
し
た
写
真
展
を
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
び
ら
と
り
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

船
越
氏
は
毎
年
美
し
い
自
然

景
観
を
撮
り
た
め
、
写
真
展
や

カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
を
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
で
は
町
内
の
魅
力

を
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
伝

え
よ
う
と
、
び
ら
と
り
自
然
ガ

イ
ド
ク
ラ
ブ
「
ア
オ
ト
ラ
」
を

立
ち
上
げ
、
自
費
運
営
で
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
二
風

谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
や
川
向

地
区
の
「
二
柏
の
丘
」、小
平
地

区
の
「
三
和
花
苑
」
な
ど
町
内

各
所
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
ま
た
、
昨
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
活
発
に
活
動
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
、
要
望
が
あ
れ

ば
自
然
ガ
イ
ド
も
精
力
的
に
対

応
し
て
、
町
の
魅
力
発
信
に
一

役
買
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

三和花苑三和花苑

二柏の丘二柏の丘 二風谷ファミリーランド二風谷ファミリーランド

10
23

 沙流川歴史館講座 沙流川歴史館講座
「学校教育の移り変わりと人を育てる平取の風土」「学校教育の移り変わりと人を育てる平取の風土」

　

沙
流
川
歴
史
館
特
別
展
「
び
ら
と

り
の
学
校　

う
つ
り
ゆ
く
学
び
舎
」

（
10
月
１
日-
11
月
28
日
）
の
関
連
事

業
と
し
て
、
10
月
23
日
（
土
）
に
講
座

「
学
校
教
育
の
移
り
変
わ
り
と
人
を
育

て
る
平
取
の
風
土
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
少
年
時
代
を
二
風
谷
小
学

校
や
平
取
中
学
校
で
過
ご
し
、
後
に
は

自
身
が
平
取
中
学
校
で
教
員
と
し
て

も
関
わ
っ
た
坂
本
年
光
先
生
（
石
狩

市
立
紅
南
小
学
校
エ
キ
ス
パ
ー
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
）
を
お
招
き
し
、
少
年
時
代

か
ら
教
員
時
代
を
通
じ
て
の
学
校
教

育
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
座
の
中
で
、「
電
子
黒
板
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
普
及

し
、
教
員
も
複
数
体
制
に
な
る
な
ど
教

育
は
大
き
く
変
革
し
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
よ

う
な
状
況
で
も
、
児
童
・
生
徒
、
保
護

者
お
よ
び
地
域
に
対
し
、
教
師
と
し
て

「
凡
事
徹
底
」（
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に

す
る
）
の
重

要
性
や
管
理

教
育
か
ら
子

ど
も
の
自
主

性
・
主
体
性
・

個
性
を
伸
ば

す
教
育
へ
と

時
代
が
変
化

し
て
き
た
な

ど
大
変
貴
重

な
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

NEC ネッツエスアイ株式会社登建設工業株式会社
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11
10

11
12

11
13

マ
に
ち
な
み
、近
代
の
ア
イ

ヌ
民
族
の
教
育
史
に
即
し

て
人
々
の
足
跡
を
考
え
る

と
し
て
、ア
イ
ヌ
民
族
の
教

育
の
歴
史
や
聖
公
会
の
歴

史
に
関
わ
る
、明
治
か
ら
昭

和
初
期
ま
で
の
新
聞
や
雑

誌
の
記
事
や
投
稿
な
ど
を

見
て
い
き
な
が
ら
、そ
れ
ら

に
登
場
す
る
平
取
ゆ
か
り

の
人
々
の
足
跡
を
た
ど
り
、

人
々
が
〈
教
育
〉に
託
そ
う

と
し
た
も
の
を
探
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
参
加
さ

れ
た
方
々
も
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
（
水
）、
貫
気
別
文
化
協
会
主
催

の
文
化
祭
が
貫
気
別
生
活
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
中
止
と
な
り
、
今
年
度
も
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が

会
場
に
は
書
道
や

パ
ッ
チ
パ
ー
ク
、

児
童
・
幼
児
の
作

品
の
ほ
か
、
貫
気
別

郵
便
局
な
ど
地
域

の
皆
さ
ま
の
協
力

も
あ
っ
て
予
定
ど

お
り
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
無
事
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
。

　

首
都
圏
の
平
取
町
に
関
連
す
る
方
を
対

象
に
結
成
さ
れ
た
「
北
海
道
び
ら
と
り
会
」。

　

昨
年
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
お
会
い
す
る

機
会
を
無
く
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
事
務
局
長

を
さ
れ
て
い
る
須
藤
孝
夫
・
ひ
ろ
み
夫
妻

（
埼
玉
県
春
日
部
市
）
が
、
故
郷
平
取
町
岩

知
志
や
思
い
出
の
地
を
訪
問
し
、
11
月
１
日

（
月
）
に
は
役
場
に
も
立
ち
寄
り
、
遠
藤
町
長

と
面
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
北
海
道
、

平
取
町
に
お
越
し
の
際
は
、
平
取
町
役
場
に

も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

11
1

11
3

本 町 防 犯 協 会　 携 帯 用 消 毒 液 を 寄 贈本 町 防 犯 協 会　 携 帯 用 消 毒 液 を 寄 贈

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
活
動

に
感
謝
し
ま
す

に
感
謝
し
ま
す

　

今
年
度
第
３
回
目
と
な
る

シ
シ
リ
ム
カ
文
化
大
学
講

座
が
10
月
26
日
（
火
）
に
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と

り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

テ
ー
マ
は
「
サ
ケ
」。

①
そ
の
生
態
に
つ
い
て
、
自

然
科
学
の
成
果
か
ら
学
ぶ
。

②
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
き

た
「
語
り
の
文
学
」
や
食
文

化
の
中
に
「
サ
ケ
」
を
再
発

見
し
、味
わ
い
、楽
し
む
。

③
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
ヒ

ト
と
サ
ケ
の
新
し
い
関
係

性
に
つ
い
て
、
考
え
、
豊
か

な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

前
段
の
口
演
で
は
萱
野

り
え
氏
（
二
風
谷
）
に
よ
る

サ
ケ
を
め
ぐ
る
語
り
の
文

学
と
し
て
、
カ
ム
イ
ユ
カ
ラ

＝
「
キ
ツ
ネ
の
チ
ャ
ラ
ン

ケ
」
と
「
大
空
に
描
い
た
コ

タ
ン
」
を
ア
イ
ヌ
語
で
語
っ

シシシシリリムカ文化大学講座ムカ文化大学講座
「サケ学」超入門 ～科学「サケ学」超入門 ～科学も も 文学文学も も 味学味学も も ～ ～ 

て
い
た
だ
き
、
株
式
会
社
平

取
町
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
公

社
か
ら
は
サ
ケ
に
関
わ
る

地
域
文
化
の
今
日
的
継
承

の
試
み
と
し
て
の
事
例
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
帰
山
雅
秀
（
か

え
り
や
ま 

ま
さ
ひ
で
）
氏

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

を
お
招
き
し
、「
サ
ケ
は
海
・

川
・
森
・
ま
ち
・
ヒ
ト
を
つ

な
ぐ 

～
サ
ケ
の
生
き
方

～
」
と
題
し
、
日
本
の
固
有

種
４
種
の
中
で
は
シ
ロ
ザ

ケ
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、

サ
ケ
の
進
化
は
「
負
け
る

が
勝
ち
の
生
き
残
り
戦
略
」

で
あ
る
こ
と
、
サ
ケ
は
海
か

ら
の
贈
り
物
で
あ
る
こ
と

を
学
び
、
地
球
温
暖
化
と
サ

ケ
に
つ
い
て
、
環
境
変
動
化

に
お
け
る
サ
ケ
の
持
続
可

能
な
資
源
保
全
な
ど
に
つ

い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
北
海
道
び
ら
と
り
会
」

「
北
海
道
び
ら
と
り
会
」

事
務
局
長

事
務
局
長  

来
町
来
町

貫　
気　
別　
文　
化　
祭

貫　
気　
別　
文　
化　
祭

　

11
月
12
日
（
金
）、平
取
町
防
犯
協

会
会
長
の
小
林
史
明
氏
、
事
務
局
の

山
田
敏
明
氏
、
永
桶
憲
志
氏
は
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、
本
町
地
区
の
小
中

学
校
４
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
携

帯
用
消
毒
液
（
30
㎖
）
２
７
６
本
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
こ
れ
ま
で
も
パ
ト
ロ
ー

ル
や
お
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
巡
回

活
動
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
寄
贈

し
た
消
毒
液
の
ボ
ト
ル
に
も
、「
危
険

だ
よ
！
暗
く
な
る
前　

帰
り
ま
し
ょ

う
」
な
ど
の
標
語
を
付
け
、
防
犯
の
啓

発
に
も
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

消
毒
液
を
受
け
取
っ
た
庄
野
教
育

長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
の
予
防
対
策
と
し
て
、
こ
ま
め

な
手
洗
い
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

防
犯
に
対
す
る
意
識
も
高
め
る
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
拓
舗
道
株
式
会
社
代
表
取

締
役
小
山
正
仁
氏
（
荷
菜
）よ
り
、

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
小
平
生

活
館
駐
車
場
の
補
修
工
事
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
遠

藤
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

  二風谷アイヌ文化博物館講座二風谷アイヌ文化博物館講座

近代アイヌ教育史をつくった人たち近代アイヌ教育史をつくった人たち
－平取ゆかりの人々の足跡からたどる－－平取ゆかりの人々の足跡からたどる－

　

博
物
館
特
別
展
「
英
国
聖

公
会
宣
教
師　

ジ
ョ
ン
・
バ

チ
ラ
ー
の
足
あ
と
‐
伝
道
活

動
と
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
‐
」

（
10
月
１
日-

11
月
28
日
）
の

関
連
講
座
と
し
て
、
小
川
正
人

氏
（
北
海
道
博
物
館
学
芸
副

館
長
・
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
長
）
を
講
師
に
招

き
、「
近
代
ア
イ
ヌ
教
育
史
を

つ
く
っ
た
人
た
ち-

平
取
ゆ

か
り
の
人
々
の
足
跡
か
ら
た

ど
る-

」
が
11
月
13
日
（
土
）、

沙
流
川
歴
史
館
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、特
別
展
の
テ
ー

10
26
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地域おこし協力隊（農業支援員）　登口真理の活動日誌

　

【納豆作り】
　糸屋さんから頂いた稲わらで、納豆を作りました～。
わらづと（入れ物：もちろん自作）を煮沸消毒し、茹でた大豆を詰めて24 時間発酵させた
ら完成。使うものは、発泡スチロールと湯たんぽ、毛布のみ。
1 日経ちました。恐る恐る見てみると……なんと、本当にできてます!!
ちゃんと糸引いてます!!
味は…う～ん、まずくはない（笑）。
わらの味がしますねえ。もう1 日発酵させても良かったかも。
また今度、再挑戦します！

地域おこし協力隊

　

地域おこし協力隊（農業支援員）　牛尾拓示の活動日誌

【学習会】
　JA びらとり青年会学習会に参加してきました。
トマトの病気や必要な栄養素等の学習をさせていただき大変
ためになる学習会でした。

【ビニール交換】
　最近、いい天気の日にビニールハウ
スのビニール交換をしました。
　風との戦いで、準備がすべての作業
でしたね！

【来年度の準備】
　来年度の苗床とポッドの準備をしました！
何千個何万個と準備する苗ポッドは、来年の定植時期の忙しさ
を彷彿とさせる仕事でした…。

➡ ➡ ➡

　

11
月
２
日
（
火
）、北
海
道
農
政

部
の
事
業
と
し
て
「
女
性
農
業
者

へ
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
に
関
す

る
運
転
操
作
等
体
験
研
修
会
」が
、

平
取
町
内
の
旧
荷
負
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
北
海
道
に
お
け
る

農
業
後
継
者
の
減
少
や
担
い
手
の

高
齢
化
、
雇
用
労
働
力
の
不
足
に

加
え
経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
り
、

過
重
と
な
っ
て
い
る
労
働
環
境
が

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道

の
農
業
・
農
村
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
、
課
題
解
決
す
る
手
法
と
し

て
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
普
及
を

推
進
し
、
効
率
的
で
省
力
化
さ
れ

た
農
業
経
営
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

研
修
当
日
の
対
象
者
は
、
女
性

農
業
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

と
い
う
こ
と
で
、
ト
マ
ト
を
栽
培

し
て
い
る
「
ス
マ
イ
ル
・
ト
マ
ト

女
子
会
」
メ
ン
バ
ー
と
同
グ
ル
ー

プ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
日
高

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
が

参
加
し
、
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ

パ
ン
（
株
）
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
普
段
ト
マ
ト
ハ

ウ
ス
な
ど
で
は
乗
る
こ
と
の
な
い

大
型
の
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ド
ロ
ー

ン
の
操
作
や
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
な

ら
ぬ
草
刈
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
、

経
験
が
不
足
し
て
い
て
も
熟
練
者

と
同
じ
作
業
結
果
を
発
揮
で
き
る

「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
」
を
体
験
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
女
子
会
の

方
か
ら
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
の
操
作
が
快
適
で
楽
し
か
っ

た
！
」「
草
刈
ロ
ボ
ッ
ト
が
可
愛

く
て
、
値
段
も
思
っ
た
よ
り
低
め

だ
っ
た
の
で
欲
し
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
が
深
化

し
て
、
女
性
農
業
者
が
大
型
機
械

や
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
し
た
り
、
草

刈
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
る
こ
と

で
、
高
齢
化
や
少
子
化
の
悩
み
が

解
消
さ
れ
そ
う
な
気
配
を
感
じ
る

研
修
会
で
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
イ

ル
・
ト
マ
ト
女
子
会
も
、
日
頃
か

ら
ト
マ
ト
栽
培
の
技
術
向
上
を
目

指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
の

で
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
普

及
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

頑
張
れ
、女
子
会
！

ス

マ

ー

ト

農

業
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教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ

地域と学校、びらとりのみらい
平取町コミュニティ・スクールレター

　
振
内
中
学
校
で
は
、
２
学
年
に
お
い
て
「
職

場
体
験
学
習
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目
的
は
、
職

業
や
労
働
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
進
路
や
職

業
選
択
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　
今
年
度
は
、
近
隣
の
小
学
校
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
博
物
館
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
習
は
、
①
自
ら
を
知
る
た
め
に
“
履
歴
書
”

を
作
成
す
る
。
②
自
ら
が
各
事
業
所
に
ア
ポ
イ

ン
ト
を
取
り
、
事
前
打
合
せ
を
す
る
。
③
職
場

体
験
学
習
の
実
施
（
２
日
間
）
。
④
お
礼
状
を

作
成
す
る
。
と
い
う
流
れ
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
普
段
の
授
業
で
は
体
感
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
緊
張
感
や
達
成
感
を
味
わ
い
、
充

実
し
た
表
情
で
帰
校
し
て
来
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
に
は
、
ご
多
用
の
中
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
ま
し
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。

～職場体験学習～

　将来を主体的に選択することが
　　　　　　　　　できる生徒の育成

振内中学校振内中学校

　
３
年
生
社
会
科
「
平
取
町
の
人
々
の
仕
事
」

の
学
習
で
、
児
童
７
名
が
貫
気
別
地
区
に
あ

る
橋
尾
さ
ん
の
ト
マ
ト
農
園
を
訪
問
し
ま
し

た
。
橋
尾
さ
ん
は
、
貫
気
別
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
お
よ
び
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
橋
尾
さ
ん
か
ら
「
ト
マ

ト
農
家
の
１
日
の
仕
事
」
や
「
栽
培
方
法
」
、

「
仕
事
の
工
夫
や
楽
し
み
、
苦
労
」
な
ど
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
き
く
実
る
ト

マ
ト
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
り
、
そ
の
暑
さ
を
体
験
し
、
作
業
の

大
変
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
橋
尾
さ
ん
に
は
出
荷
作
業
の
お
忙
し
い

中
、
時
間
を
割
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
産
量
全
道
１
位
を
誇
る
平
取
町
の
ト

マ
ト
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
を
深

め
る
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
仕
組

み
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
地
域
と
連
携
し
て
、

教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

～３年生がトマト農家へ見学に行きました～

貫気別小学校貫気別小学校

　
町
内
３
地
区
で
開
設
し
て
い
る
放
課
後

子
ど
も
教
室
に
お
い
て
、
日
高
雅
楽
会
に
よ

る
雅
楽
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
７
月
１

日
、
８
日
に
紫
雲
古
津
、
９
月
９
日
、
16
日

に
貫
気
別
、
10
月
７
日
、
28
日
に
二
風
谷
で

行
い
、
延
べ
１
２
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

雅
楽
教
室
は
平
成
28
年
度
か
ら
毎
年
度
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
で
６
年
目
と
な
り
ま

す
。

　
始
め
に
雅
楽
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

座
り
方
や
姿
勢
な
ど
の
礼
儀
作
法
を
学
ん

で
か
ら
、
講
師
に
よ
る
「
越
天
楽
（
え
て
ん

ら
く
）
」（
雅
楽
の
曲
目
）
の
唱
歌
お
よ
び
演

奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
に
太
鼓
、

鞨
鼓
（
か
っ
こ
）
、
鉦
鼓
（
し
ょ
う
こ
）
、
琴

の
４
つ
の
楽
器
に
触
れ
、
各
楽
器
の
感
触
を

つ
か
む
練
習
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
楽
器
に

触
れ
る
児
童
も
い
る
な
か
、「
越
天
楽
」
の
演

奏
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
楽
曲
の
ど
の
部
分
で

打
っ
た
り
弾
い
た
り
す
る
の
か
、
講
師
の
説

明
を
真
剣
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
演
奏
し
、
高

学
年
の
児
童
の
多
く
は
「
越
天
楽
」
、
そ
し

て
「
さ
く
ら
」

の
演
奏
も
で

き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
古

典
音
楽
を
学

ぶ
貴
重
な
機

会
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た

日
高
雅
楽
会

の
皆
さ
ま
に

感
謝
い
た
し

ま
す
。

伝統音楽を体験 ‐放課後子ども教室「雅楽教室」‐

多くの成果を残し、学習発表会終了！

　
９
月
の
中
学
校
の

文
化
祭
、
学
校
祭
に

引
き
続
き
町
内
小
学

校
５
校
で
学
習
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今

年

度

も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
の
た

め
、
発
表
種
目
を
削

減
し
、
観
客
者
数
を

制
限
し
た
中
で
の
発

表
と
な
り
ま
し
た
。

　
５
つ
の
小
学
校
で

は
、
学
習
発
表
会
の

テ
ー
マ
（
ス
ロ
ー
ガ

ン

）
を

決

め

て
、
子

ど
も
た
ち
は
お
互
い

に
協
力
し
、
心
を
合

わ
せ
て
練
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の

成
果
を
十
分
に
発
揮

紫雲古津小学校　
全校合奏「ドラゴンクエスト～ロトのテーマ」

平取小学校２年　
演劇「おおかみと７匹の子やぎ」

☆
紫
雲
古
津
小
学
校

　
「
練
習
し
て
き
た
成
果
を
　
最
後
の
最
後
ま
で
出
し
切
ろ
う
」

☆
平
取
小
学
校
　
　

　
“
届
け
よ
う
! !
　
「
笑
顔
」
と
「
感
動
」
を
”

☆
二
風
谷
小
学
校
　

　
「
輝
け
！
ぼ
く
た
ち
の
色
　
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
で
」

☆
貫
気
別
小
学
校
　

　
「
全
力
で
　
心
一
つ
に
　
か
が
や
け
」

☆
振
内
小
学
校
　
　

　
「
練
習
の
成
果
を
出
し
切
れ
！
か
が
や
け
☆
学
習
発
表
会
! !
」

二風谷小学校５・６年　
演劇「ゴミランド『大切にする』って」

貫気別小学校３・４年　
演劇「ザ・ビーチ」

振内小学校５・６年　
演劇「銀のメダル」

し
、
大
い
に
自
信
と
な
っ
た
心
に

残
る
学
習
発
表
会
と
な
り
ま
し

た
。
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認知症サポーター養成講座＆人権教室　

　　　　　　　　　　　　　　  in  平取小学校

　
10

月
27

日
（

水

）
、
平

取
小
学
校
２
年
生
児
童
を

対
象
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
地
域
包
括
支
援

セ

ン

タ

ー

の

主

催

事

業

で
、
職
員
２
名
と
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
（
※
）
２
名
、

お
年
寄
り
役
を
先
生
が
担

当
し
て
寸
劇
と
い
う
形
で

「
身
近
に
い
る
高
齢
者
に

や
さ
し
く
、
親
切
に
す
る

気
持
ち
を
育
て
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
寸
劇
の
子
供
役
は
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
職
員
が

担
当
し
、「
や
が
て
自
分
た

ち
も
お
年
寄
り
に
な
る
」

と

い

う

導

入

か

ら

始

ま

り
、
お
年
寄
り
役
は
先
生

が
見
事
に
演
技
し
、「
か
ら

だ
や
心
の
変
化
を
理
解
さ

せ
、
困
っ
て
い
る
お
年
寄

り
に
み
ん
な
で
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
」
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
寸
劇
を
通
じ
困
っ
て
い

る
お
年
寄
り
へ
の
対
応
と

し
て
、
子
供
た
ち
か
ら
は

「
お
じ
い
さ
ん
の
荷
物
を

持
っ
て
あ
げ
る
」
、「
耳
が

遠
い
の
で
近
く
で
話
す
」
、

「
近
く
に
い
る
大
人
に
助

け
を
求
め
る
」
、「
お
じ
い

※キャラバン・メイトとは
　キャラバンとは、昔、砂漠を通って、大切な商品を運ぶ間に悪い人たちに襲われないように、みんなで力を合わせ
て守った方法のことを言います。
　キャラバンに使われるロバは、からだが小さく、歩くのは遅く、一頭一頭は弱いけど、みんなが目的地に向かって、
きちんと一列に並んで歩き大切な商品を運んだことから、認知症のお年寄りを応援する「認知症サポーター」も、力
を合わせるようにと「認知症サポーターキャラバン」と名付けたそうです。
　その活動のお手伝いをするのが、私たち「キャラバン・メイト」です。

さ
ん
の
肩
を
た
た
い
て
、

自
分
た
ち
に
気
づ
い
て
も

ら
う
」
、「
お
じ
い
さ
ん
に

困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞

く
」
、「
少
し
ず
つ
大
き
な

声
で
何
回
か
声
を
か
け
、

荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
る
」
、

～～認知症サポーター養成講座～～

～～～～～ 人 権 教 室 ～～～～～

　
７
月
16
日
に
平
取
小
学
校
５

年
生
児
童
を
対
象
に
行
っ
た
人

権
教
室
に
続
き
、
今
年
度
第
２

回
目
の
人
権
教
室
を
11
月
10
日

（
水
）
に
、
平
取
小
学
校
３
年
児

童
を
対
象
に
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
人
権
教
室
は
、
人
権

委
員
に
よ
る
人
形
劇
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
名
前 

そ
れ
は
燃
え
る
い
の

ち
」
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
名

前
が
付
け
ら
れ
た
由
来
、
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
や
愛
称
、
あ
だ
名
の

違
い
な
ど
を
学
び
、
相
手
を
傷

つ
け
る
よ
う
な
呼
び
方
は
い
け

な
い
こ
と
、
自
分
や
友
だ
ち
を

大
切
に
す
る
こ
と
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
近
く
で
声
を
か
け
、
自
分
た
ち

に
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
か
聞

く
」
な
ど
と
発
表
さ
れ
、「
お
年

寄
り
に
や
さ
し
く
、
親
切
に
接

し
た
い
」
と
思
う
、
み
ん
な
の
気

持
ち
が
一
番
大
切
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

振内高砂大学「交通安全教室」

　
10
月
18
日
（
月)

に
振
内
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
振
内
高
砂
大
学

（
高
齢
者
大
学
）
で
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
学
生
22
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
門
別
警
察
署
の
署
員
４
名
、

札
幌
運
転
免
許
試
験
場
の
職
員
１

名
が
講
師
と
な
り
、
自
動
車
運
転
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
体
験
、
歩
行
時
の

事
故
防
止
（
夜
光
反
射
材
の
活
用
、

横
断
歩
道
の
渡
り
方
）
に
関
す
る

講
話
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
見
え
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

は
、
機
械
が
設
置
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク

の
な
か
で
、
運
転
免
許
を
持
っ
た
学

生
が
体
験
し
、
死
角
か
ら
の
自
転
車

や
夜
間
の
歩
行
者
な
ど
、
気
が
付
き

に
く
い
場
合
の
運
転
を
体
験
し
、
安

全
確
認
の
重
要
さ
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
歩
行
時
に
お
け
る
事
故
防
止

対
策
と
し
て
夜
光
反
射
材
が
含
ま
れ
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
鞄
に
付
け
た
り
、
靴
の

か
か
と
に
夜
光
反
射
材
の
シ
ー
ル
を
貼

り
付
け
る
な
ど
、
事
故
の
多
い
夜
間
の
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
が
交
通
事
故
の
減

少
に
つ
な
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
特
殊
な
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し

た
歩
行
に
よ
り
、
飲
酒
に
よ
っ
て
平
衡
感

覚
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に

つ
い
て
、「
ま
だ
運
転
で
き
る
と
自
分
だ

け
で
決
め
ず
、
家
族
や
友
人
、
警
察
署
に

も
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と

で
、
卒
業
す
る
勇
気
も
大
切
で
あ
る
こ
と

を
参
加
者
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
公
益
財
団
法
人
苫
小
牧
地
方
法
人
会

平
取
支
部
か
ら
、
児
童
図
書
の
購
入
費
用

と
し
て
10
万
円
の
寄
附
の
申
し
出
が
あ

り
、
11
月
９
日
（
火)

に
小
林
史
明
会
長
、

櫻
井
幹
也
副
会
長
が
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
小
林
会
長
か
ら
庄
野
教
育
長
へ
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
読

書
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
絵
本
な
ど
の

児
童
書
を
購
入
し
て
い
き
ま
す
。
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

児童図書購入費をご寄附いただきました
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１２月２日（木）

【振 内 地 区】 10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】 14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■　貸出期間は次回の巡回日までになります。

■　毎月第一木曜日に運行します。

　※　図書ワゴン運行予定　※　 【お問い合わせ】　平取町立図書館

電　話　01457-4-6666

ＦＡＸ　01457-4-6871

メール　risu2@guitar.ocn.ne.jp

図書館図書館へへいこういこう
　

○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

は休館日です

【医学・社会・その他】

『希望の一滴』／中村哲

『差別はたいてい悪意のない人がす

る』／キム・ジヘ

『神社語辞典』／本村のり子

『病院・医療のしくみ』／木村憲洋

『おうちストレスをためない習慣』　

／杉岡充爾

『重要証人　ウイグルの強制収容所

を逃れて』／サイラグル・サウトバイ

『老後の年表』／横手彰太

『イチから基礎がよくわかる手ぬい

の基本レッスン』／高橋恵美子

【絵本】

『あたまにかきのき』

／いもとようこ

『おかあさんごめんなさい』

／みやにしたつや

『おばけくんのハロウィン』

／新井洋行

『チリとチリリよるのおはなし』

／どいかや

『きょうものはらで』／エズラ・

ジャック・キーツ

■携帯 ■Web

新着図書

【小説・エッセイ】

『ペッパーズ・ゴースト』

／伊坂幸太郎

『月と日の后』／冲方丁

『ボーダーライト』／今野敏

『失われた岬』／篠田節子

『あかずの扉の鍵貸します』

／谷瑞恵

『硝子の塔の殺人』／知念実希人

『7.5 グラムの奇跡』／砥上裕將

『夜が明ける』／西加奈子

『星を掬う』／町田そのこ

『Ｎ』／道尾秀介

『ルパンの絆』／横関大

『月夜の羊』／吉永南央

【児童書】

『かせいじんのおねがい』／いとう

ひろし

『チイの花たば』／森絵都

『クリスマス・ピッグ』／Ｊ．Ｋ．ロー

リング

『なんで英語、勉強すんの ?』

／鳥飼玖美子

『生きがいのボランティア
おもちゃドクター』
／市来歳世彦（梟社）

オンライン予約ができます！

下 のQR コ ー ド を 読 み 込 ん で く だ
さ い。ログインパスワードは 図 書
館のカウンターで発行しています。

　巣ごもり時間が続く
中、お子さんがいる家
庭で「大事なお気に入
りのおもちゃが壊れて
しまった」なんてこと
ありませんでしたか？
　今回のおすすめは、そんな壊れて
しまったおもちゃをボランティア
で直す「おもちゃドクター」の本で
す。おもちゃドクターとして活動す
るきっかけや、様々な種類のおも
ちゃを直した事例が載っています。
壊れてしまったけれど大切なおも
ちゃを捨てずに一度直してみると
いうのはいかがでしょうか？

すこやかだよりすこやかだより 保健福祉課からの
お知らせ

　
最
近
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り  

　
ま
せ
ん
か
？

▣
「
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
」

▣
「
外
出
す
る
こ
と
が
お
っ
く

　
う
」

▣
「
少
し
走
る
と
、
す
ぐ
息
切

　
れ
す
る
」

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
の
機
会
が

減
り
、
体
力
が
落
ち
て
き
て
い

る
と
い
う
方
が
高
齢
者
に
限
ら

ず
増
え
て
い
ま
す
。
動
か
な
い

こ
と
に
よ
る
体
力
低
下
が
進
む

と
、
関
節
へ
の
負
担
が
増
し
、
痛

み
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
運
動
不
足
を
予
防
す
る
に
は

運
動
習
慣
を
つ
く
り
、
毎
日
少

し
で
も
体
を
動
か
す
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
２
回
シ
リ
ー
ズ

で
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
運

動
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
ご
紹
介
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
一
緒

に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　
体
を
動
か
し
た
い
け
れ
ど
、

ど
ん
な
運
動
を
す
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
き

に
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
、
家
事

を
し
な
が
ら
な
ど
日
常
生
活
の

な
か
で
簡
単
に
で
き
る
「
な
が

ら
運
動
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
が
ら
運
動
と
は
仕
事
、
家

事
、
生
活
で
の
一
つ
一
つ
の
動

き
を
、
意
識
し
て
健
康
づ
く

り
に
効
果
的
な
運
動
に
変
え
る

こ
と
で
す
。
ま
ず
は
「
背
す
じ

を
伸
ば
し
、
お
腹
を
ギ
ュ
ッ
と

へ
こ
ま
せ
る
」
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
ひ
ざ
伸
ば
し
水
平
上
げ
運
動

　
（
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
）

①
イ
ス
に
浅
く
座
っ
て
、
お
腹

を
へ
こ
ま
せ
力
を
込
め
、
片
足

を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
す
。

②
ひ
ざ
を
伸
ば
し
た
ま
ま
ゆ
っ

く
り
床
と
水
平
に
な
る
ま
で
上

げ
、
つ
ま
先
を
立
て
て
ひ
ざ
に

ギ
ュ
ッ
と
力
を
込
め
た
ま
ま
10

秒
キ
ー
プ
す
る
。
足
を
入
れ
替

え
て
同
様
に
行
う
。

　
左
右
各
10
秒
×
３
回

●
そ
の
場
で
足
あ
げ

　
（
キ
ッ
チ
ン
に
立
ち
な
が
ら
）

①
足
を
肩
幅
に
開
き
、
背
す
じ

を
伸
ば
し
、
お
腹
を
へ
こ
ま
せ

る
。
か
か
と
を
お
尻
に
ポ
ン
と

当
て
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
左

右
交
互
に
素
早
く
ひ
ざ
を
後

ろ
に
曲
げ
る
。

　
１
秒
１
回
の
テ
ン
ポ
で
60
回

●
大
ま
た
速
足
歩
き

①
お
腹
を
へ
こ
ま
せ
、
背
筋
を

伸
ば
し
、
肩
の
力
を
抜
き
、
あ
ご

を
軽
く
ひ
く
。

②
普
段
よ
り
歩
幅
を
広
く
と

り
、
つ
ま
先
で
地
面
を
力
強
く

蹴
り
だ
し
、
か
か
と
か
ら
着
地

す
る
。
手
は
軽
く
握
り
、
肘
を
ま

げ
て
前
後
に
振
る
。
大
ま
た
歩

き
の
歩
幅
の
目
安
は
、
普
通
歩

き
で
10
歩
の
距
離
を
８
歩
で
歩

く
。
ま
ず
大
ま
た
で
し
っ
か
り

歩
き
、
慣
れ
た
ら
速
度
を
あ
げ
る
。

　
肩
こ
り
は
、
肩
周
辺
の
筋
肉

に
負
担
が
か
か
り
血
行
が
悪
く

な
る
こ
と
で
、
筋
肉
の
柔
軟
性

が
失
わ
れ
固
く
な
る
状
態
で

す
。
肩
こ
り
を
こ
じ
ら
せ
な
い

よ
う
に
ス
ト
レ
ッ
チ
が
お
す
す

め
で
す
。

●
背
中
を
伸
ば
す

　
肩
幅
よ
り
も
や
や
広
め
に
足

を
開
き
、
両
手
を
上
げ
て
背
中

を
伸
ば
す
。

　　
元
気
に
運
動
し
ま
し
ょ
う

元
気
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
! !! !

●
肩
を
外
側
に
広
げ
る

①
肩
幅
を
や
や
広
め
に
足
を
開

き
、
手
を
肩
に
乗
せ
る
。

②
肘
を
肩
よ
り
上
に
上
げ
、
胸

を
開
く
。

　
運
動
を
始
め
て
み
た
け
れ
ど

な
か
な
か
続
か
な
か
っ
た
と
い

う
経
験
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

習
慣
化
の
コ
ツ
は
運
動
の
負
荷

を
軽
く
し
て
繰
り
返
し
行
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け

て
外
に
出
る
機
会
も
よ
り
減
っ

て
く
る
の
で
、
意
識
し
て
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
】

　
保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
☎
４
‐
６
１
１
２

な
が
ら
運
動

肩
こ
り
ス
ト
レ
ッ
チ
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・福祉係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         

☎ 2-2221

☎ 2-2222

☎ 2-2341

☎ 3-7703
☎ 2-2223

☎ 2-2695

☎ 2-2224
☎ 2-2225
☎ 2-2226
☎ 2-2227

☎ 4-6111

☎ 4-6113

☎ 4-6112

☎ 4-6114

☎ 2-3026

☎ 2-3400

☎ 2-3700

☎ 2-2619

☎ 2-2619
☎ 2-2749

☎ 2-2892

☎ 2-4085
☎ 4-6666

☎ 3-3211

☎ 5-5204

 ☎ 2-2201

☎ 4-2267 

☎ 2-2024

☎ 2-2361

広
報
平
取

広
報
平
取  

1 111
月
号
月
号

（前月比）

人　口 4,686 人人 （－  7 人人）

男 2,295 人 （－  1 人）

女 2,391 人人 （－  6 人人）

世帯数 2,439 世帯 （－ 5世帯）

※ 10 月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

　貫気別地区で唯一のお食事処であった「みどり食堂」が閉店してから20 年。
　このたび、くれないファーム（平取）の五十嵐重明社長と小向貴則氏（貫
気別）が同店舗で「こむちゃん食堂」を始めました。懐かしの各種ラーメン、
チャーハン、丼もの、定食のほか、夜18 時以降のメニューも用意。地域の方は
もちろん、工事関係者の方にも大変喜ばれてのスタートとなりました。

こむちゃん食堂

楢の実吟社 俳句楢の実吟社 俳句

遠
太
鼓
偲
ぶ
古
里
秋
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
内　

青
風

林
檎
捥捥
ぐ
満
面
の
笑
み
曾
孫
三
つ　
　
　
　
　
　

内
海　

綾
子

秋
澄
み
て
紫
色
の
花
多
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

あ
の
賑
わ
い
懐
か
し
き
か
な
秋
祭
り　
　
　
　
　

川
上
八
重
子

別
れ
の
日
ひ
と
筋
昇
る
秋
の
雲　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

厚
子

秋
蝶
や
老
舗
更
地
に
惑
ひ
お
り　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

紫
梢

読
み
疲
れ
結
末
気
に
し
つ
夜
長
か
な　
　
　
　
　

千
葉　

俊
子

わ
が
町
に
菓
子
屋
の
出
来
て
小
鳥
く
る　
　
　
　

長
野　

新
一

初
雪
を
テ
レ
ビ
で
知
れ
る
独
居
な
り　
　
　
　
　

中
道　

サ
ト

山
里
は
夜
を
賑
わ
せ
て
虫
の
歌　
　
　
　
　
　
　

道
政
サ
ツ
子

秋
ハ
エ
に
尾
の
忙
し
き
牧
の
馬　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

喜
峰

旅
の
朝
や
さ
し
く
首
ふ
る
秋
桜　
　
　
　
　
　
　

吉
野
千
佳
女

一
銭
玉
握
り
楽
し
む
秋
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子


